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空気中i字路胞竣の測定計器としてのi戸紙式 AirSamplerの機能と特性についてはー，二の報告が
あり山， 筆者もその吸引自:と吸引口への風の影響の検討，濃度指数と労研式m挨計による政挨個数
との対応性等について検討し報告した。【2>本計器は 1μ 以下の微細粒子の測定lζは不適当であり，
又， 書ヨ紙』ζ捕集して得られた鹿挨濃度指数が実際にどのようなj字詰~挨濃度を示しているかなどの越
本的な問題点がある。特lζI戸紙Iζ捕集された汚染を反射率の減少度iζよって濃度指数を計測する場合
lζはJlV:挨の反応I率の相違による問題などは重要である。具体的には，例えば，i1ヨ紙lζ炭粉などを捕集
した場合と，セメン ト半分間，或いはより白いお}胞を械itねした助合にはその濃度の比較などは杭f史的に
は出来ない。即ち，実際には同じ濃度でも反射率の減少度による政度指数としては大きく相違したも
のになる。
しかし大体一様な組成状況と考えられる外気浮世彦際峻卸度の変動を継続的に測定し，気候要系との
関連性などを知るためには適当な計器の一つであろうと考える。
大19iiliの大気汚染の測定は視程観測，S02浪度，降下煤殴i立などを主として継続され報告されて
いるot33
筆者はζれまでにも大阪市の外気及び乙れに影響されての各磁建物内の浮滋毘挨の実態，風との関
連性などについての知見を報告してきたが《叫済紙式 AirSamplerを一年間作動しての外気浮世務際淡
の測定を行 ったので務理報告する。測定例処は西区所在の本学部研究室の 2 階~からで地上約 4mの
高さである。近くの周辺lζは煙突その他特別の煤態源はない。使用計器はー迎式AirSamplerで10t/
minの股引量，毎時の捕策された浮在住摩挨濃度の測定は反射事の減少度によった。 風速，気温等の
外気条件l立大阪管区気象台の観ðIIJ値lζょった。測定期聞は昭和38年9 月 ~39年 8 月である。
2. 測定結果と考察
2・1 週間の平均，最高，最低浮世をJfJi:挨濃度の季節的変動
( 1 ) 
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S02， j字滋際挨によって示される大気の汚染度が秋季から冬季にかけて急激に増大し，降下煤塵，
その状況を AirSampler ICより得られた
濃度指数の変動推移によって示すと第l図のようである。即ち，毎日の平均濃度指数，最高，最低濃
文，春季から夏季iζ漸減していくととは明らかであるが，
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7 6 り，文，週を追って低
下して3月には10月初
月別時刻別の風速M2図
旬と同程度になってい
1月は4.10Cと1月は平均2.70Cも低く，石炭の消費量などはる。大阪の月平均気温は12月は6.80C，
1月に多いと考-えられるが平均濃度は12月iζ最高になっている。とれは主として風速により影響され
ていると考えられる。第2図は大阪管区気象台観測値による月別，時刻別の冬季の風速変化図である
8 "，，10時頃の風速は12月が最小で1月""3月と大きくなっていが浮世寄践挨の高濃度の発現時である
る。風速と浮世彦鹿挨濃度との関連においても示すように乙の風速の相違が濃度lζ大きく影縛している
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第7図 月別，時刻別の浮世時限挨浪皮の変動
乙とは明らかであろう。
X. 冬季の濃度の増大が石炭消t~その他の人為的な!日{闘にもとづく乙とはl児らかであるが前年lζ行
った年末年始の状況がそれを示している。第 3 図は|昭和37~38年の正月の休日を中心としてその前後
の3日間宛の同じ個処での測定の平均濃度の推移の比較である。正月 3日間の平均値はその前後のt
~をと低下して生産活動停止L[Jの大阪の大気の市4'度の回復を示している。従って，本報告には示さ
ないが年間の日限，休日のみをとって他の週日と比較した結果はやはり同様に休日において浮世序盤挨
濃度が低いという結果が得られた。
2・2 月別，時刻別の浮揚陸挨濃度の変動型
1日における浮滋鹿挨濃度の1寺刻的な基本的変動型についても実誼報告してきたt引が一年間の測
定資料により月別iζ示すと第4図~第7図のようである。乙れらの図に示した変動型は 1日のl[1の以
高濃度を 100として各時刻の濃度係数を算出し，それによって毎月の平均値を出して示したものであ
る。従って時刻的な変動型，凶1ち山，谷の発現する時五lJとその型を示したもので浮E渉開j失濃度とは直
後的な関係はない。ζの結果を要約して述べると以下のようである。
( i )従来も実証したように時五lJ的な変動型としては二つの山と谷のある乙とは共通的に指怖される
が，冬季の比較的はっきりした夜間の低い山が他の苓節にはぼやけてくる。
( 5 ) 
-80ー 住居学
( i)朝の山はどの月においてもはっきりしてお
り，特lζ冬季lζ顕著で9時を中心とした前後3
時間づつの濃度の急上昇と急低下が注意され
る。
(ii)朝の大きい山の発現は中野氏なども指摘し
ているように t即日出時刻と大きく関i1!してお
り 5~8 月には 6 時或いは 7 11~'C 最高値があ
り， 11民放くにおくれて 11月 ~4月にあっては 8
時， 9 時lζ 発:g~している。
(iv)一日の極小値の出現時刻は各月ともに13時
--15時にあり従来報告したと乙ろと一致してい
る。
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第8図 1日平均滋皮と平均風速の相関 (10月)
( v)一日の或いは一週間程度でーの変動型では最小値，或いは夜間の山を主としてのバラツキもある
が月平均としてみると図K示したように相当はっきりした規則的な変動型が確かめられた。
2・3 外気浮世在庫挨濃度と風速との相関，
季節，時刻を問わず外気風速が大になると浮滋箆挨濃度が相対的に低減する ζ とは乙れ迄にも実証
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害事9図 1日平均濃度と平均風速の相関 (11月)
( 6 ) 
10 1.0 30 40 ~O -bO 
自注 ('Y"，)
第10図 1日平均濃度と平均嵐速の相関 (12月)
石~ ・ 中野 ・ 西)11 : 大阪Iljの外気汚，路盤挨i~皮の年間変動について -81ー
した通りである。円 毎時の測定結果にもとづく一日の千・均混度指放と大阪管区気象台筏測liによる
一日平均風速の相関性を示したものが第8図~第17図及び第1表である。
即ち，特iζ冬季iこPiい逆相闘で夏季には浮遊陀攻程度の低減とともに低い逆相関lζなっている。年
平均では r=-O.62とやはり風速の大きい口lζは低濃度になるζとを示している。
風向を島山lしたfu与の出位指数との関係はより高い逆相凶を示しているととはお1J報iζ郎分的iζ示し
γー-0.73 
1~;-
附1-
I.t 20 H "0 50 '.0 
fll;! (引いJ
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第12図 1ロ平均1m立と平均風速の相関 (2)J) 
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第13図 1日平均濃度と平均風速の相凶 (3月)
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第14図 1 H平均漫皮と'IL均風速の似関 (4)J) 
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月別 1 9 月 1 10月 1 11~ 1 12~ I1月12月 13月14月15月16月 17月I8月 |平均
|1-0.71-0.71-0.91-0.511-0.7い71-0.631-0.811吋-0.42
1
-0.49卜0.51L-0臼
た通りである。 <8>
2・4 外気浮遊堕挨濃度と気温との相関
大気気温の逆転，特に地面附近に発生する放射性の接地逆転が大気汚染に大きい影響を及ぼすとい
われている。乙の放射性逆転の生ずる原因が地面附近の空気の冷却によると ζろから前日の最高気温
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第17図 1日平均濃度と平均風速の相関 (7月)
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第15図 1日平均浪度と平均風速の相関 (5月)
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第16図 1日平均濃度と平均風速の相関 (6)'1) 第18図 1日平均泌皮と平均風速の相関 (8月)
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と当日の最低気温の差の大きい程当日の朝の浮世彦鹿挨濃度が雨くなる ζとになる。乙のA混差と当日
朝の最高濃度の関係、を一部整理した結果は10月，r=0.13， 11月，r=0.4程度で風速の助合程大きい
相関は見られないようである。
3，結 語
大気汚染の測定調査は大都市，産業都市を小心に相当規棋で実施され，市民の健jぷ陣官，疾病とも
関連しての研究報告もなされ汚染の実態が解明されつつある。
筆者等は}戸紙式 AirSampler によって大阪市内の一地点での年閣の浮湯腹挟の変動推移を測定し
風速との相関性等について整理したのである。工場地帯などの高度汚染地区ではより高濃度の実態は
確かであろう。又 AirSampler自体についても検討すべき点もあるのであるが従来報告した時刻的
変動型などについてはより明らかになし得たと考える。
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